
●発行日／令和４年１月31日　●発行／日田市議会　●編集／議会報編集委員会

●第４回定例会で審議した議案とその結果など …Ｐ２～Ｐ４
●市政に反映、皆さんの声（一般質問） …Ｐ５～Ｐ14
●各委員会の議案等の審査結果、議会の動きなど …Ｐ15～Ｐ17
●インタビュー、編集後記 …Ｐ18

も  く  じ

第139号第139号

日隈小学校金管バンドのみなさん



　去る令和３年11月５日に開かれました臨時会の結果をお知らせします。
■臨時会で審議された議案とその結果

議案第78号
認定第１号
認定第２号

原案可決（全会一致）
認　　定（全会一致）

〃

令和３年度日田市一般会計補正予算（第６号）
令和２年度日田市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について
令和２年度日田市公営企業会計決算の認定について

議案番号 議決結果件　　　　　　　　　　　　　名

令和３年 第３回臨時会の結果

　本定例会では、条例の廃止や一部改正、令和３年度一般会計補正予算など、15件の議案について審査
を行い、次のとおり決定しました。
■本定例会で審議された議案とその結果

議案第79号
議案第80号
議案第81号

議案第82号

議案第83号
議案第84号
議案第85号
議案第86号
議案第87号
議案第88号
議案第89号
議案第90号
議案第91号
議案第92号

請願第３号

原案可決（多　　数）
原案可決（全会一致）

〃

〃

〃
〃
〃
〃
〃

原案可決（多　　数）
原案可決（全会一致）

〃
〃
〃

不 採 択（賛成少数)

日田市中津江ホールの設置及び管理に関する条例の廃止について
日田市印鑑条例の一部改正について
日田市手数料条例の一部改正について
日田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部改正について
日田市国民健康保険条例の一部改正について
奥日田フィッシングパークの設置及び管理に関する条例の一部改正について
財産の貸付について
工事請負契約の変更契約の締結について
日田市交流・コミュニティセンターの指定管理者の指定について
令和３年度日田市一般会計補正予算（第７号）
令和３年度日田市診療所事業特別会計補正予算（第１号）
令和３年度日田市水道事業会計補正予算（第１号）
令和３年度日田市一般会計補正予算（第８号）
令和３年度日田市一般会計補正予算（第９号）
中津江ホール解体・廃止方針の再検討と同ホール存続に関する請願書
(令和３年第３回定例会提出分）

令和３年 第４回定例会  賛否の状況
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※１ 市政クラブ 市民クラブ 新世ひた 無所属公明党日本共産党

会派名等、議員名及び賛否の別

※1「○」は賛成、｢●」は反対（不賛成)、｢欠」は欠席を表します。
　　議長（石橋邦彦）は、可否同数のとき又は特別多数議決のとき以外は表決に加わりません。

■議案第79号（賛成討論）
　本年３月定例会時点とは異なり、今回の提案は代表者会議と市や関係機関とで協議を重ね、基本設計が
地域住民と協働で作成された内容となっていると考える。
　また、中津江振興協議会からホール解体に同意するという意思が表明されているように、ホール解体に
ついてはやむを得ないと考える。
　災害復旧という観点からは、少しでも早く、そして利用しやすい施設の再建が地元住民や利用者の方た
ちの願いであり、早期に事業をスタートさせる必要性を感じることから賛成するもの。
■議案第79号（反対討論）
　本年３月定例会において議会から意見があったにもかかわらず、当初提案とほぼ同様の計画となってい
る。また、提案の時期についても３月定例会時と整合性がとれない。
　高齢者施設等の工事着手は、予定では令和５年度とされており、計画エリアの状況は令和４年度中も現
状のままであることが想定されることから、廃止の施行日を来年度当初とすることについては検討の余地
がある。
　関係地域住民の意見も様々で、まだまだ地元住民への丁寧な説明が必要であり、議会の指摘事項に対す
る真摯な検討を再度求めることは、議会の役割であると判断することから反対するもの。
■議案第79号（賛成討論）
　中津江地区では、中津江ホールの解体を前提とし、地域住民と行政とが一緒に中津江の高齢者生活福祉
センター安寿苑の基本設計案を作成しており、今年３月定例会の段階で欠けていた地域住民の合意形成や
意見集約が、一定程度図られたと判断する。今回、地域住民と行政が共に作り上げた基本設計を土台とす
る実施設計を行うために、中津江ホールを解体せざるを得ないという結論は理解でき、地区振興協議会の
総意として事業に同意し、早急な施設整備を求める多くの中津江地区の住民の意向を尊重したく賛成する
もの。
■議案第79号、88号（反対討論）
　４月から11月までの間、担当部署内部での内部協議のみで粛々と事業計画を進める古めかしい手法
は、日田市自治基本条例に示された情報公開と情報共有を前提とした市民参画と市民協働を全く度外視す
るものである。今回の整備事業計画は、かねてより行政が犯してしまった箱物づくりの公共事業と同様に
進められている。
　専門性の高いホールマネージメントの発想や実践がない中で、利用者が減少したことを解体理由とする
ことに納得できないことから反対するもの。
■請願第３号（反対討論）(原案に反対）
　中津江の安寿苑は被災後、中津江ホール敷地内に移転を予定し、合わせて上・中津江のこども園も危険
区域内にあることから、関係者、保護者の同意を得て統合意見が承諾されている。今後も高齢化が進む地
域の中では、ホールの利用実績の増大は難しいと推測されること、ホールを残したまま、こども園と高齢
者福祉の二つの施設を整備することは、施設利用者の安全性、利便性、緊急時の対応等々の課題があり、
快適な施設環境となれないと考えることから反対するもの。
■請願第３号（賛成討論）(原案に賛成）
　お任せ民主主義を逆手に使いながらの整備計画の進め方や、住民自治組織や代表者会議に任せてしまう
のではなく、市民自らが計画に自発的に関わりたい、参画したいという思いを市政に反映していくことが
必要であり、そうした市民の願いを後押しすることが議会の役割だと考えることから賛成するもの。

23ひた市議会だより　2022.1 ひた市議会だより　2022.1

議案第79号
議案第88号
請願第３号

賛否の主な討論の内容
■議案第79号（反対討論）
　公共福祉施設と中津江ホールの併存は可能であり、中津江ホールを壊さなければ新しい施設が建たない
と思い込んだ住民の方々が、断腸の思いでホール解体を容認した状況を考えると、ホール解体を強引に進
めるのではなく中津江ホールを残しながら新しい公共福祉施設の建設を進めることも選択枠の一つとして
慎重に検討する必要があるのではないか。
　中津江地区住民、日田市民全体の協調、融和のためにも、今一度原点に返って、住民との対話を基本に
中津江ホールの存続を検討するべきとのことから反対するもの。
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内
の
バ
ス

路
線
の
う
ち
７
路
線
を
廃
止
し
、
乗

合
タ
ク
シ
ー
を
導
入
し
た
。
令
和
元

年
度
の
バ
ス
利
用
者
は
約
１
万
１
千

人
。
バ
ス
路
線
廃
止
後
に
導
入
し
た

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
令
和
２
年
度
の
利

用
者
は
約
７
千
人
に
減
少
。
令
和
元

年
度
の
バ
ス
の
財
政
負
担
額
は
約
２

千
万
円
。
令
和
２
年
度
の
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
財
政
負
担
額
は
約
６
７
０
万

円
に
減
っ
て
い
る
。

質
問
　
大
野
線
に
代
わ
る
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
利
用
者
が
他
の
路
線
と
比
べ

て
多
い
理
由
は
、
帰
り
便
を
当
初
計

画
の
２
便
か
ら
３
便
に
増
や
す
な
ど
、

住
民
要
望
に
柔
軟
に
応
え
た
こ
と
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

部
長
　
病
院
や
買
物
に
行
く
と
き
に

利
便
性
が
良
い
と
い
う
声
が
届
い
て

い
る
。

質
問
　
住
民
の
様
々
な
要
望
に
応
え

る
た
め
に
、
地
域
座
談
会
を
継
続
的

に
開
催
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長
　
来
年
度
、
新
し
い
地
域
公
共

交
通
計
画
を
つ
く
る
予
定
。
定
期
的

な
地
域
座
談
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
地

域
の
声
を
盛
り
込
ん
で
計
画
す
る
。

　令和３年第４回定例会では、12月７、８、９日の３日間にわたり一般質問が行われ、
16人の議員が諸問題について質問しました。それぞれの質問の中から、その要旨をお知
らせします。

　市議会は、公開を原則としていますので、どなたでも傍聴する
ことができます。車いす（３台分）での傍聴もできます。
　皆さんのお越しをお待ちしています。

5ひた市議会だより　2022.1

議会をご覧になりませんか

4 ひた市議会だより　2022.1

令和２年度

決算の概要
　９月定例会で付託された令和２年度一般会計決算
認定のほか、特別会計、公営企業会計について、10
月に決算審査特別委員会で審査をしました。
　11月５日に臨時会を開催し、決算審査特別委員長
から審査内容の報告の後、採決を行った結果、｢認
定」となりましたので、その概要をお知らせします。

使われたお金（一般会計歳出決算額）
474億16万１千円

特別会計歳出決算額　170億5,283万１千円（７会計分）
●普通会計における財政分析の状況

●水道・下水道事業

●審査日程
　10/11(月)：全体会
　・総括質疑
　10/11(月)～19(火)：分科会      
　・実際の審査
　10/25(月)：全体会
　・分科会長報告    
　・質疑    
　・討論    
　・委員会としての採決    

※普通会計とは、一般会計と特別会計の一部を合わせた          
　ものです。          
※順位は、県下14市中です。          

●11月５日(金）に臨時会を開催しました
　例年、９月定例会で付託された決算認定議案については、審査に時間を要することから継続審査と
し、12月定例会で審査結果の報告、認定するかどうかの採決を行っていました。しかし12月定例会で
は、市において新年度予算の編成作業が本格化している時期であるため、審査結果を反映しづらいので
はないかという懸念から、少しでも早い時期に報告を行うため、臨時会を開催したものです。

●決算審査特別委員会委員長報告の概要
　新型コロナウイルス感染症対策として、一人当たり一律10万円の支給を行った特別定額給付金事業や
中小企業等賃料補助事業などの経済対策、また、令和２年７月豪雨災害からの復旧事業などにより、歳
入歳出いずれも前年度と比較して大幅に増額した決算となっています。このような中、コロナ禍におけ
る支援、対策をはじめ、通常の事業においてもより効果的な施策となるよう、22項目について要望し認
定しました。また、水道・下水道事業においても計画的な老朽管の更新等を要望し、同様に認定しまし
た。

※決算額や各指数の詳細は、広報ひた令和３年12月１日号（６～９ページ）に掲載されていますので、
そちらを参照してください。

区　分 令和元年度
指数等 指数等 順位

令和２年度

水道事業 執　行　額

実質公債費比率

財 政 力 指 数

経常収支比率

0.406

95.3％

4.6％

0.412

93.1％

4.1％

７位

４位

２位

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

14億1,197万８千円
13億765万５千円
２億2,438万７千円
６億679万４千円

下水道事業 執　行　額
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

20億3,194万４千円
19億9,979万８千円
９億8,757万３千円

14億860万円



市政に反映　　　　皆さんの声
市政に反映　　　　皆さんの声

乗
合
タ
ク
シ
ー
に
代
え
た
効
果

日本共産党
日隈　知重 議員

【一般質問】
質
問
　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
数

と
財
政
負
担
が
、
廃
止
バ
ス
路
線
と

比
べ
て
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
。

部
長
　
令
和
２
年
度
に
市
内
の
バ
ス

路
線
の
う
ち
７
路
線
を
廃
止
し
、
乗

合
タ
ク
シ
ー
を
導
入
し
た
。
令
和
元

年
度
の
バ
ス
利
用
者
は
約
１
万
１
千

人
。
バ
ス
路
線
廃
止
後
に
導
入
し
た

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
令
和
２
年
度
の
利

用
者
は
約
７
千
人
に
減
少
。
令
和
元

年
度
の
バ
ス
の
財
政
負
担
額
は
約
２

千
万
円
。
令
和
２
年
度
の
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
財
政
負
担
額
は
約
６
７
０
万

円
に
減
っ
て
い
る
。

質
問
　
大
野
線
に
代
わ
る
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
利
用
者
が
他
の
路
線
と
比
べ

て
多
い
理
由
は
、
帰
り
便
を
当
初
計

画
の
２
便
か
ら
３
便
に
増
や
す
な
ど
、

住
民
要
望
に
柔
軟
に
応
え
た
こ
と
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

部
長
　
病
院
や
買
物
に
行
く
と
き
に

利
便
性
が
良
い
と
い
う
声
が
届
い
て

い
る
。

質
問
　
住
民
の
様
々
な
要
望
に
応
え

る
た
め
に
、
地
域
座
談
会
を
継
続
的

に
開
催
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長
　
来
年
度
、
新
し
い
地
域
公
共

交
通
計
画
を
つ
く
る
予
定
。
定
期
的

な
地
域
座
談
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
地

域
の
声
を
盛
り
込
ん
で
計
画
す
る
。

　令和３年第４回定例会では、12月７、８、９日の３日間にわたり一般質問が行われ、
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らせします。

　市議会は、公開を原則としていますので、どなたでも傍聴する
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令和２年度

決算の概要
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認定のほか、特別会計、公営企業会計について、10
月に決算審査特別委員会で審査をしました。
　11月５日に臨時会を開催し、決算審査特別委員長
から審査内容の報告の後、採決を行った結果、｢認
定」となりましたので、その概要をお知らせします。

使われたお金（一般会計歳出決算額）
474億16万１千円

特別会計歳出決算額　170億5,283万１千円（７会計分）
●普通会計における財政分析の状況

●水道・下水道事業

●審査日程
　10/11(月)：全体会
　・総括質疑
　10/11(月)～19(火)：分科会      
　・実際の審査
　10/25(月)：全体会
　・分科会長報告    
　・質疑    
　・討論    
　・委員会としての採決    

※普通会計とは、一般会計と特別会計の一部を合わせた          
　ものです。          
※順位は、県下14市中です。          

●11月５日(金）に臨時会を開催しました
　例年、９月定例会で付託された決算認定議案については、審査に時間を要することから継続審査と
し、12月定例会で審査結果の報告、認定するかどうかの採決を行っていました。しかし12月定例会で
は、市において新年度予算の編成作業が本格化している時期であるため、審査結果を反映しづらいので
はないかという懸念から、少しでも早い時期に報告を行うため、臨時会を開催したものです。

●決算審査特別委員会委員長報告の概要
　新型コロナウイルス感染症対策として、一人当たり一律10万円の支給を行った特別定額給付金事業や
中小企業等賃料補助事業などの経済対策、また、令和２年７月豪雨災害からの復旧事業などにより、歳
入歳出いずれも前年度と比較して大幅に増額した決算となっています。このような中、コロナ禍におけ
る支援、対策をはじめ、通常の事業においてもより効果的な施策となるよう、22項目について要望し認
定しました。また、水道・下水道事業においても計画的な老朽管の更新等を要望し、同様に認定しまし
た。

※決算額や各指数の詳細は、広報ひた令和３年12月１日号（６～９ページ）に掲載されていますので、
そちらを参照してください。

区　分 令和元年度
指数等 指数等 順位

令和２年度

水道事業 執　行　額

実質公債費比率

財 政 力 指 数

経常収支比率

0.406

95.3％
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0.412

93.1％
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資本的収入
資本的支出

14億1,197万８千円
13億765万５千円
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６億679万４千円

下水道事業 執　行　額
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

20億3,194万４千円
19億9,979万８千円
９億8,757万３千円

14億860万円



住
む
安
心
を
高
め
る
た
め
に

市民クラブ
梶原　信幸 議員

【一般質問】
質
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
副
反
応
の
相
談
へ
の
市
の
対
応
を

伺
う
。

部
長
　
か
か
り
つ
け
医
へ
の
相
談
を

勧
め
る
と
と
も
に
、
県
で
は
副
反
応

等
専
門
相
談
窓
口
、
市
で
も
庁
舎
３

階
に
接
種
相
談
窓
口
を
設
置
し
対
応

し
て
い
る
。

質
問
　
３
回
目
接
種
に
対
す
る
市
の

対
応
を
伺
う
。

部
長
　
現
時
点
で
は
、
２
回
目
接
種

完
了
か
ら
８
か
月
経
過
し
た
18
歳
以

上
を
対
象
と
し
、
集
団
接
種
会
場
は

パ
ト
リ
ア
日
田
を
予
定
し
て
い
る
。

質
問
　
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
間

隔
を
前
倒
し
す
る
予
定
は
な
い
か
。

部
長
　
国
の
方
針
が
示
さ
れ
次
第
、

即
座
に
対
応
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
る
。

質
問
　
年
末
年
始
の
会
食
に
つ
い
て

市
長
か
ら
市
民
向
け
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
た
い
。

市
長
　
７
つ
の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
少
人

数
で
も
い
い
か
ら
や
っ
て
も
ら
い
た

い
。
お
店
に
は
県
や
市
の
補
助
事
業

を
活
用
し
市
民
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い
。 

質
問
　
こ
の
他
、
認
知
症
施
策
の
推

進
、
萩
尾
公
園
の
総
合
的
な
整
備
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

政
治
参
加
を
促
す

主
権
者
教
育
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か

市政クラブ
財津　幹雄 議員

【一般質問】
質
問
　
本
市
の
小
中
学
校
で
は
ど
の

よ
う
な
主
権
者
教
育
を
し
て
い
る
か
。

教
育
長
　
小
学
６
年
生
の
社
会
科
で
、

国
の
政
治
の
仕
組
み
、
選
挙
の
仕
組

み
、
投
票
す
る
こ
と
で
政
治
に
参
加

し
主
権
者
と
し
て
意
思
を
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
、
ま
た
、
中
学
３
年
生
で

は
基
本
的
人
権
と
個
人
の
尊
重
、
公

共
の
精
神
と
社
会
参
画
の
意
識
の
醸

成
を
図
り
、
生
徒
会
で
物
事
を
話
し

合
い
で
決
め
る
こ
と
、
そ
れ
を
み
ん

な
が
守
る
こ
と
、
役
員
を
選
挙
で
選

出
す
る
こ
と
な
ど
で
主
権
者
の
意
識

を
持
つ
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

質
問
　
投
票
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
る
か
。

事
務
局
長
　
本
市
で
実
施
し
た
選
挙

で
は
概
ね
60
％
台
の
投
票
率
で
推
移

し
て
い
る
。
投
票
を
促
す
取
組
と
し

て
、
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
広

報
、
チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
、
防
災
ラ

ジ
オ
等
で
期
日
前
投
票
な
ど
を
呼
び

か
け
る
一
斉
放
送
等
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
　
小
中
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な

取
組
を
し
て
い
る
か
。

事
務
局
長
　
県
と
市
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
「
選
挙
出
前
授
業
」
を
行
い
、

実
際
の
投
票
箱
や
そ
の
他
の
選
挙
道

具
を
使
っ
て
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
取
組
を
し
て
い
る
。

｢

子
ど
も
支
援
の
拠
点
」
づ
く
り

に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
す
！

無所属
中野　哲朗 議員

【一般質問】
質
問
　
市
長
の
選
挙
公
約
で
あ
る

「
総
合
的
な
子
ど
も
支
援
拠
点
」
の

素
案
が
示
さ
れ
た
。
４
月
に
設
置
さ

れ
た
こ
ど
も
家
庭
相
談
室
の
役
割
の

一
つ
に
、
児
童
福
祉
法
を
根
拠
と
す

る
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」

が
あ
る
が
、
そ
れ
と
の
機
能
の
整
理

は
で
き
た
の
か
。

市
長
　
基
本
的
な
方
向
の
取
り
ま
と

め
は
で
き
て
い
る
と
思
う
。
た
だ
、

具
体
的
な
現
場
づ
く
り
は
こ
れ
か
ら

詳
細
を
詰
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問
　
同
じ
よ
う
な
機
能
を
持
つ
と

思
わ
れ
る
窓
口
を
も
う
一
つ
設
置
し
、

二
重
に
人
員
を
配
置
す
る
こ
と
に
な

ら
な
い
か
と
の
懸
念
が
あ
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

市
長
　
具
体
的
な
位
置
の
問
題
が
あ

る
と
思
う
。
今
あ
る
子
育
て
支
援
の

質
、
機
能
が
も
っ
と
上
が
る
と
考
え

て
も
ら
う
方
が
よ
い
。

質
問
　
子
ど
も
支
援
は
、
福
祉
保
健

部
が
所
管
す
る
事
業
だ
が
、
教
育
委

員
会
に
お
い
て
も
、
当
事
者
意
識
を

持
っ
た
自
発
的
な
取
組
が
必
要
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

教
育
長
　
福
祉
の
み
で
は
な
く
、
学

校
、
教
育
委
員
会
が
一
体
と
な
っ
て
、

相
談
あ
る
い
は
支
援
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問
　
こ
の
他
、
地
域
医
療
に
つ
い

て
質
問
し
た
。
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住
む
安
心
を
高
め
る
た
め
に

市民クラブ
梶原　信幸 議員

【一般質問】
質
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
副
反
応
の
相
談
へ
の
市
の
対
応
を

伺
う
。

部
長
　
か
か
り
つ
け
医
へ
の
相
談
を

勧
め
る
と
と
も
に
、
県
で
は
副
反
応

等
専
門
相
談
窓
口
、
市
で
も
庁
舎
３

階
に
接
種
相
談
窓
口
を
設
置
し
対
応

し
て
い
る
。

質
問
　
３
回
目
接
種
に
対
す
る
市
の

対
応
を
伺
う
。

部
長
　
現
時
点
で
は
、
２
回
目
接
種

完
了
か
ら
８
か
月
経
過
し
た
18
歳
以

上
を
対
象
と
し
、
集
団
接
種
会
場
は

パ
ト
リ
ア
日
田
を
予
定
し
て
い
る
。

質
問
　
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
間

隔
を
前
倒
し
す
る
予
定
は
な
い
か
。

部
長
　
国
の
方
針
が
示
さ
れ
次
第
、

即
座
に
対
応
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
る
。

質
問
　
年
末
年
始
の
会
食
に
つ
い
て

市
長
か
ら
市
民
向
け
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
た
い
。

市
長
　
７
つ
の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
少
人

数
で
も
い
い
か
ら
や
っ
て
も
ら
い
た

い
。
お
店
に
は
県
や
市
の
補
助
事
業

を
活
用
し
市
民
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い
。 

質
問
　
こ
の
他
、
認
知
症
施
策
の
推

進
、
萩
尾
公
園
の
総
合
的
な
整
備
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

政
治
参
加
を
促
す

主
権
者
教
育
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か

市政クラブ
財津　幹雄 議員

【一般質問】
質
問
　
本
市
の
小
中
学
校
で
は
ど
の

よ
う
な
主
権
者
教
育
を
し
て
い
る
か
。

教
育
長
　
小
学
６
年
生
の
社
会
科
で
、

国
の
政
治
の
仕
組
み
、
選
挙
の
仕
組

み
、
投
票
す
る
こ
と
で
政
治
に
参
加

し
主
権
者
と
し
て
意
思
を
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
、
ま
た
、
中
学
３
年
生
で

は
基
本
的
人
権
と
個
人
の
尊
重
、
公

共
の
精
神
と
社
会
参
画
の
意
識
の
醸

成
を
図
り
、
生
徒
会
で
物
事
を
話
し

合
い
で
決
め
る
こ
と
、
そ
れ
を
み
ん

な
が
守
る
こ
と
、
役
員
を
選
挙
で
選

出
す
る
こ
と
な
ど
で
主
権
者
の
意
識

を
持
つ
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

質
問
　
投
票
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
る
か
。

事
務
局
長
　
本
市
で
実
施
し
た
選
挙

で
は
概
ね
60
％
台
の
投
票
率
で
推
移

し
て
い
る
。
投
票
を
促
す
取
組
と
し

て
、
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
広

報
、
チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
、
防
災
ラ

ジ
オ
等
で
期
日
前
投
票
な
ど
を
呼
び

か
け
る
一
斉
放
送
等
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
　
小
中
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な

取
組
を
し
て
い
る
か
。

事
務
局
長
　
県
と
市
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
「
選
挙
出
前
授
業
」
を
行
い
、

実
際
の
投
票
箱
や
そ
の
他
の
選
挙
道

具
を
使
っ
て
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
取
組
を
し
て
い
る
。

｢

子
ど
も
支
援
の
拠
点
」
づ
く
り

に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
す
！

無所属
中野　哲朗 議員

【一般質問】
質
問
　
市
長
の
選
挙
公
約
で
あ
る

「
総
合
的
な
子
ど
も
支
援
拠
点
」
の

素
案
が
示
さ
れ
た
。
４
月
に
設
置
さ

れ
た
こ
ど
も
家
庭
相
談
室
の
役
割
の

一
つ
に
、
児
童
福
祉
法
を
根
拠
と
す

る
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」

が
あ
る
が
、
そ
れ
と
の
機
能
の
整
理

は
で
き
た
の
か
。

市
長
　
基
本
的
な
方
向
の
取
り
ま
と

め
は
で
き
て
い
る
と
思
う
。
た
だ
、

具
体
的
な
現
場
づ
く
り
は
こ
れ
か
ら

詳
細
を
詰
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問
　
同
じ
よ
う
な
機
能
を
持
つ
と

思
わ
れ
る
窓
口
を
も
う
一
つ
設
置
し
、

二
重
に
人
員
を
配
置
す
る
こ
と
に
な

ら
な
い
か
と
の
懸
念
が
あ
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

市
長
　
具
体
的
な
位
置
の
問
題
が
あ

る
と
思
う
。
今
あ
る
子
育
て
支
援
の

質
、
機
能
が
も
っ
と
上
が
る
と
考
え

て
も
ら
う
方
が
よ
い
。

質
問
　
子
ど
も
支
援
は
、
福
祉
保
健

部
が
所
管
す
る
事
業
だ
が
、
教
育
委

員
会
に
お
い
て
も
、
当
事
者
意
識
を

持
っ
た
自
発
的
な
取
組
が
必
要
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

教
育
長
　
福
祉
の
み
で
は
な
く
、
学

校
、
教
育
委
員
会
が
一
体
と
な
っ
て
、

相
談
あ
る
い
は
支
援
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問
　
こ
の
他
、
地
域
医
療
に
つ
い

て
質
問
し
た
。
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市
民
参
画
・
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り

市
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

市政クラブ
髙倉　貴子 議員

【一般質問】
質
問
　
参
加
で
は
な
く
参
画
を
あ
え

て
唱
え
た
自
治
基
本
条
例
を
有
す
る

も
の
の
、
市
民
参
画
・
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
と
は
到

底
思
え
な
い
が
。

部
長
　
ご
指
摘
の
と
お
り
市
民
意
識

の
醸
成
は
十
分
で
は
な
い
。

質
問
　
自
治
基
本
条
例
推
進
事
業
に

は
外
部
評
価
が
欠
か
せ
な
い
の
で
は
。

部
長
　
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
住
民
自
治
組
織
は
外
部
評
価

さ
れ
て
い
る
の
か
。

部
長
　
設
立
後
、
間
も
な
い
た
め
見

守
っ
て
い
る
が
、
外
部
評
価
は
で
き

て
い
な
い
。
課
題
は
一
部
の
住
民
だ

け
の
参
加
で
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
。

質
問
　
交
付
金
８
０
０
万
円
の
活
用

状
況
と
波
及
効
果
、
ま
た
、
人
件
費

の
割
合
は
。

部
長
　
中
津
江
は
２
名
雇
用
分
で
81

・
９
％
。
上
津
江
は
２
名
雇
用
分
で

73
・
７
％
。
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

し
て
い
る
。

質
問
　
地
域
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
交
付
金
を
原
資
に
外
部
資

金
を
獲
得
す
る
努
力
も
必
要
。
市
職

員
の
研
修
参
加
は
能
力
形
成
上
、
ど

の
よ
う
な
効
果
を
生
ん
だ
か
。

部
長
　
個
人
ご
と
の
効
果
検
証
は
実

施
し
て
い
な
い
。
職
員
は
現
場
で
の

体
験
を
通
し
て
能
力
を
付
け
て
い
る
。

天
瀬
住
民
の
移
転
に
つ
い
て

市政クラブ
岩見　泉哉 議員

【一般質問】
質
問
　
河
川
改
修
工
事
計
画
で
は
、

住
民
が
移
転
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
市
と
し
て

移
転
を
強
い
ら
れ
る
方
々
に
対
す
る

相
談
支
援
や
助
成
が
あ
る
か
。

部
長
　
県
が
河
川
改
修
計
画
案
を
、

６
月
に
地
域
に
説
明
し
た
。
約
30
軒

の
家
屋
が
影
響
を
受
け
る
と
見
込
ま

れ
て
い
る
。
移
転
地
な
ど
の
情
報
を

含
め
県
と
連
携
を
図
り
住
民
に
寄
り

添
っ
た
対
応
に
努
め
て
い
く
。

質
問
　
天
瀬
に
は
移
転
の
土
地
が
少

な
い
。
あ
ま
が
せ
保
育
園
跡
地
、
そ

の
隣
の
駐
車
場
の
一
部
、
消
防
署
跡

地
等
の
活
用
は
で
き
な
い
か
。

部
長
　
概
略
設
計
が
確
定
後
に
は
市

有
地
の
対
応
も
行
い
た
い
。

質
問
　
天
瀬
住
民
の
方
々
は
苦
渋
の

決
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

っ
か
り
と
寄
り
添
っ
た
対
応
を
望
む

が
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

市
長
　
地
域
の
住
民
の
方
々
が
流
出

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
考
え
て
い

る
。
公
有
地
を
最
大
限
に
地
域
に
還

元
す
る
形
で
利
用
し
て
も
ら
え
る
方

向
で
話
し
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

質
問
　
こ
の
他
、
農
業
振
興
に
つ
い

て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
村

で
使
用
し
た
木
材
の
返
還
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

今
後
の
観
光
振
興
策
と

中
津
江
ホ
ー
ル
敷
地
の

施
設
整
備

市政クラブ
佐藤　　功 議員

【一般質問】
今
後
の
観
光
振
興
策

質
問
　
今
後
の
天
領
ま
つ
り
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
実
施
さ
れ
た
今
年
度
の
よ

う
に
、
分
散
型
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

見
直
し
て
は
ど
う
か
。

部
長
　
分
散
型
で
の
実
施
は
市
内
周

遊
と
滞
在
の
延
長
に
つ
な
が
っ
た
の

で
、
関
係
団
体
と
協
議
し
判
断
す
る
。

質
問
　
水
上
ス
ポ
ー
ツ
を
観
光
資
源

と
す
る
た
め
、
亀
山
公
園
に
繋
が
る

庄
手
川
左
岸
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。 

部
長
　
早
々
に
内
容
を
詳
し
く
聞
き
、

国
と
整
備
手
法
も
含
め
相
談
し
た
い
。

質
問
　
観
光
「
鮎
や
な
」
の
設
置
が

で
き
て
い
な
い
。
市
も
出
資
者
と
し

て
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

部
長
　
夏
場
の
貴
重
な
観
光
資
源
で

あ
り
設
置
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問
　
日
田
祇
園
保
存
団
体
等
曳
山

行
事
へ
の
支
援
を
、
水
郷
ひ
た
応
援

基
金
の
対
象
項
目
に
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
具
体
的
な
目
的
へ
の
寄
附
は

わ
か
り
や
す
い
。
項
目
を
設
け
た
い
。

中
津
江
ホ
ー
ル
敷
地
内
の
施
設
整
備

質
問
　
令
和
３
年
３
月
定
例
会
で
の

予
算
否
決
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
ホ

ー
ル
活
性
化
に
関
す
る
検
討
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
。

教
育
次
長
　
ホ
ー
ル
を
解
体
し
施
設

整
備
を
行
う
と
判
断
し
た
の
で
具
体

的
に
検
討
す
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
。

質
問
　
ホ
ー
ル
存
続
を
望
む
声
が
施

設
整
備
を
遅
ら
せ
て
い
る
の
で
は
な

い
こ
と
を
明
確
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

部
長
　
計
画
と
設
計
が
曖
昧
と
の
指

摘
を
受
け
内
容
を
し
っ
か
り
詰
め
て

き
た
の
で
今
に
至
っ
て
い
る
。
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子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

早
期
周
知
啓
発
を
求
め
る
！

新世ひた
居川　太城 議員

【一般質問】
質
問
　
昨
年
11
月
12
日
、
26
日
、
厚

生
労
働
省
の
専
門
部
会
に
て
積
極
的

勧
奨
を
中
止
し
て
い
た
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
接
種
の
呼
び

掛
け
を
再
開
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
。
再
開
の
時
期
な
ど
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
厚
生

労
働
省
の
動
向
を
受
け
て
、
市
の
対

応
を
伺
う
。

部
長
　
現
在
、
接
種
年
齢
で
あ
る
中

学
１
年
か
ら
高
校
１
年
生
の
対
象
者

へ
接
種
回
数
な
ど
を
記
載
し
た
案
内

文
書
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
個
別
に
送

付
し
て
い
る
が
、
厚
生
労
働
省
通
知

の
対
応
方
針
に
基
づ
き
、
令
和
４
年

４
月
か
ら
は
個
別
通
知
に
よ
る
接
種

の
勧
奨
に
努
め
る
。

質
問
　
接
種
時
期
を
逃
し
た
年
代
の

方
々
へ
の
対
応
や
、
自
己
負
担
の
有

無
を
伺
う
。

部
長
　
国
に
お
い
て
公
費
に
よ
る
接

種
機
会
の
提
供
や
対
象
者
、
期
間
等

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
た
め
、
そ

の
結
果
を
待
ち
た
い
。

質
問
　
前
倒
し
で
個
別
通
知
を
出
せ

な
い
か
伺
う
。

部
長
　
日
田
市
医
師
会
等
と
の
協
議

も
行
い
、
実
施
体
制
が
早
期
に
整
っ

た
場
合
は
早
め
の
勧
奨
通
知
を
出
し

た
い
。

改修計画の策定が進められる玖珠川市民活動人材育成事業の様子



市
民
参
画
・
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り

市
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

市政クラブ
髙倉　貴子 議員

【一般質問】
質
問
　
参
加
で
は
な
く
参
画
を
あ
え

て
唱
え
た
自
治
基
本
条
例
を
有
す
る

も
の
の
、
市
民
参
画
・
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
と
は
到

底
思
え
な
い
が
。

部
長
　
ご
指
摘
の
と
お
り
市
民
意
識

の
醸
成
は
十
分
で
は
な
い
。

質
問
　
自
治
基
本
条
例
推
進
事
業
に

は
外
部
評
価
が
欠
か
せ
な
い
の
で
は
。

部
長
　
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
住
民
自
治
組
織
は
外
部
評
価

さ
れ
て
い
る
の
か
。

部
長
　
設
立
後
、
間
も
な
い
た
め
見

守
っ
て
い
る
が
、
外
部
評
価
は
で
き

て
い
な
い
。
課
題
は
一
部
の
住
民
だ

け
の
参
加
で
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
。

質
問
　
交
付
金
８
０
０
万
円
の
活
用

状
況
と
波
及
効
果
、
ま
た
、
人
件
費

の
割
合
は
。

部
長
　
中
津
江
は
２
名
雇
用
分
で
81

・
９
％
。
上
津
江
は
２
名
雇
用
分
で

73
・
７
％
。
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

し
て
い
る
。

質
問
　
地
域
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
交
付
金
を
原
資
に
外
部
資

金
を
獲
得
す
る
努
力
も
必
要
。
市
職

員
の
研
修
参
加
は
能
力
形
成
上
、
ど

の
よ
う
な
効
果
を
生
ん
だ
か
。

部
長
　
個
人
ご
と
の
効
果
検
証
は
実

施
し
て
い
な
い
。
職
員
は
現
場
で
の

体
験
を
通
し
て
能
力
を
付
け
て
い
る
。

天
瀬
住
民
の
移
転
に
つ
い
て

市政クラブ
岩見　泉哉 議員

【一般質問】
質
問
　
河
川
改
修
工
事
計
画
で
は
、

住
民
が
移
転
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
市
と
し
て

移
転
を
強
い
ら
れ
る
方
々
に
対
す
る

相
談
支
援
や
助
成
が
あ
る
か
。

部
長
　
県
が
河
川
改
修
計
画
案
を
、

６
月
に
地
域
に
説
明
し
た
。
約
30
軒

の
家
屋
が
影
響
を
受
け
る
と
見
込
ま

れ
て
い
る
。
移
転
地
な
ど
の
情
報
を

含
め
県
と
連
携
を
図
り
住
民
に
寄
り

添
っ
た
対
応
に
努
め
て
い
く
。

質
問
　
天
瀬
に
は
移
転
の
土
地
が
少

な
い
。
あ
ま
が
せ
保
育
園
跡
地
、
そ

の
隣
の
駐
車
場
の
一
部
、
消
防
署
跡

地
等
の
活
用
は
で
き
な
い
か
。

部
長
　
概
略
設
計
が
確
定
後
に
は
市

有
地
の
対
応
も
行
い
た
い
。

質
問
　
天
瀬
住
民
の
方
々
は
苦
渋
の

決
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

っ
か
り
と
寄
り
添
っ
た
対
応
を
望
む

が
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

市
長
　
地
域
の
住
民
の
方
々
が
流
出

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
考
え
て
い

る
。
公
有
地
を
最
大
限
に
地
域
に
還

元
す
る
形
で
利
用
し
て
も
ら
え
る
方

向
で
話
し
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

質
問
　
こ
の
他
、
農
業
振
興
に
つ
い

て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
村

で
使
用
し
た
木
材
の
返
還
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

今
後
の
観
光
振
興
策
と

中
津
江
ホ
ー
ル
敷
地
の

施
設
整
備

市政クラブ
佐藤　　功 議員

【一般質問】
今
後
の
観
光
振
興
策

質
問
　
今
後
の
天
領
ま
つ
り
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
実
施
さ
れ
た
今
年
度
の
よ

う
に
、
分
散
型
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

見
直
し
て
は
ど
う
か
。

部
長
　
分
散
型
で
の
実
施
は
市
内
周

遊
と
滞
在
の
延
長
に
つ
な
が
っ
た
の

で
、
関
係
団
体
と
協
議
し
判
断
す
る
。

質
問
　
水
上
ス
ポ
ー
ツ
を
観
光
資
源

と
す
る
た
め
、
亀
山
公
園
に
繋
が
る

庄
手
川
左
岸
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。 

部
長
　
早
々
に
内
容
を
詳
し
く
聞
き
、

国
と
整
備
手
法
も
含
め
相
談
し
た
い
。

質
問
　
観
光
「
鮎
や
な
」
の
設
置
が

で
き
て
い
な
い
。
市
も
出
資
者
と
し

て
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

部
長
　
夏
場
の
貴
重
な
観
光
資
源
で

あ
り
設
置
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問
　
日
田
祇
園
保
存
団
体
等
曳
山

行
事
へ
の
支
援
を
、
水
郷
ひ
た
応
援

基
金
の
対
象
項
目
に
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
具
体
的
な
目
的
へ
の
寄
附
は

わ
か
り
や
す
い
。
項
目
を
設
け
た
い
。

中
津
江
ホ
ー
ル
敷
地
内
の
施
設
整
備

質
問
　
令
和
３
年
３
月
定
例
会
で
の

予
算
否
決
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
ホ

ー
ル
活
性
化
に
関
す
る
検
討
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
。

教
育
次
長
　
ホ
ー
ル
を
解
体
し
施
設

整
備
を
行
う
と
判
断
し
た
の
で
具
体

的
に
検
討
す
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
。

質
問
　
ホ
ー
ル
存
続
を
望
む
声
が
施

設
整
備
を
遅
ら
せ
て
い
る
の
で
は
な

い
こ
と
を
明
確
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

部
長
　
計
画
と
設
計
が
曖
昧
と
の
指

摘
を
受
け
内
容
を
し
っ
か
り
詰
め
て

き
た
の
で
今
に
至
っ
て
い
る
。
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子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

早
期
周
知
啓
発
を
求
め
る
！

新世ひた
居川　太城 議員

【一般質問】
質
問
　
昨
年
11
月
12
日
、
26
日
、
厚

生
労
働
省
の
専
門
部
会
に
て
積
極
的

勧
奨
を
中
止
し
て
い
た
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
接
種
の
呼
び

掛
け
を
再
開
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
。
再
開
の
時
期
な
ど
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
厚
生

労
働
省
の
動
向
を
受
け
て
、
市
の
対

応
を
伺
う
。

部
長
　
現
在
、
接
種
年
齢
で
あ
る
中

学
１
年
か
ら
高
校
１
年
生
の
対
象
者

へ
接
種
回
数
な
ど
を
記
載
し
た
案
内

文
書
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
個
別
に
送

付
し
て
い
る
が
、
厚
生
労
働
省
通
知

の
対
応
方
針
に
基
づ
き
、
令
和
４
年

４
月
か
ら
は
個
別
通
知
に
よ
る
接
種

の
勧
奨
に
努
め
る
。

質
問
　
接
種
時
期
を
逃
し
た
年
代
の

方
々
へ
の
対
応
や
、
自
己
負
担
の
有

無
を
伺
う
。

部
長
　
国
に
お
い
て
公
費
に
よ
る
接

種
機
会
の
提
供
や
対
象
者
、
期
間
等

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
た
め
、
そ

の
結
果
を
待
ち
た
い
。

質
問
　
前
倒
し
で
個
別
通
知
を
出
せ

な
い
か
伺
う
。

部
長
　
日
田
市
医
師
会
等
と
の
協
議

も
行
い
、
実
施
体
制
が
早
期
に
整
っ

た
場
合
は
早
め
の
勧
奨
通
知
を
出
し

た
い
。

改修計画の策定が進められる玖珠川市民活動人材育成事業の様子



天
ヶ
瀬
温
泉
街
の

復
興
に
向
け
て

新世ひた
飯田　茂男 議員

【一般質問】
質
問
　
温
泉
街
の
復
興
に
向
け
た
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
地
域
の
住
民
の
間

で
共
有
さ
れ
る
も
の
と
な
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
策
定
の
取
組
と

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

部
長
　
天
ヶ
瀬
温
泉
つ
な
ぐ
会
議
に

お
い
て
、
研
修
や
勉
強
会
を
重
ね
、

住
民
が
満
足
で
き
る
街
に
な
る
た
め

に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
き
た
。

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
た
た
き
台
が
で
き

上
が
れ
ば
、
地
域
で
検
討
会
を
実
施

し
今
年
度
に
は
策
定
す
る
。

質
問
　
地
域
の
住
民
の
方
々
の
関
わ

り
方
や
参
加
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

部
長
　
地
区
班
長
や
団
体
の
代
表
者

に
取
組
内
容
の
趣
旨
を
説
明
し
、
地

域
の
方
に
も
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
ま
で

の
流
れ
等
を
伝
え
て
き
た
。
今
後
の

地
域
で
の
検
討
会
は
、
多
く
の
方
が

参
加
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

質
問
　
温
泉
観
光
地
と
し
て
の
再
生

に
当
た
っ
て
は
、
景
観
形
成
の
観
点

か
ら
も
、
そ
の
再
生
復
活
を
図
る
べ

き
だ
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
市
の
考

え
方
や
姿
勢
に
つ
い
て
伺
う
。

部
長
　
景
観
整
備
は
重
要
だ
と
認
識

し
て
い
る
が
、
住
民
の
思
い
や
考
え

が
非
常
に
大
切
。
河
川
改
修
が
完
了

す
る
頃
に
は
、
住
民
や
観
光
客
が
満

足
す
る
街
と
成
る
よ
う
取
り
組
む
。

道
路
沿
い
の
緑
地
管
理
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か

公明党
松野　勝美 議員

【一般質問】
質
問
　
道
路
沿
い
や
歩
道
に
あ
る
樹

木
は
、
道
路
の
景
観
も
考
え
て
い
る

こ
と
だ
と
思
う
が
、
毎
年
一
定
の
時

期
に
な
る
と
、
道
路
上
に
落
ち
葉
な

ど
が
散
乱
し
、
樹
木
や
植
え
込
み
の

葉
な
ど
が
大
き
く
伸
び
、
車
道
か
ら

見
通
し
が
悪
く
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

交
通
安
全
対
策
と
し
て
も
、
緑
地
管

理
を
ど
の
よ
う
な
計
画
で
行
っ
て
い

る
か
伺
う
。

部
長
　
ケ
ヤ
キ
や
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
の

中
高
木
は
、
一
般
的
に
休
眠
期
と
な

る
12
月
以
降
が
剪
定
に
適
し
て
お
り
、

年
１
回
の
剪
定
作
業
の
際
に
は
、
信

号
機
や
道
路
標
識
等
の
支
障
と
な
る

枝
葉
を
強
剪
定
す
る
な
ど
、
状
況
に

応
じ
た
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
　
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
う
か

に
つ
い
て
は
景
観
な
ど
に
様
々
な
考

慮
が
あ
る
と
思
う
が
、
危
険
性
が
あ

る
場
合
な
ど
は
、
地
元
の
意
見
も
参

考
に
し
な
が
ら
更
新
計
画
の
と
き
に

検
討
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

部
長
　
更
新
計
画
時
に
は
、
住
民
の

方
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る

よ
う
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
こ
の
他
、
国
の
経
済
対
策
に

つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
商

品
券
発
行
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
通

学
路
の
安
全
対
策
な
ど
質
問
し
た
。

早
急
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
の
導
入
を

市民クラブ
溝口　千壽 議員

【一般質問】
質
問
　
講
演
で
「
性
、
セ
ク
シ
ュ
ア

リ
テ
ィ
の
多
様
性
」
を
聞
い
た
。
人

は
異
な
る
性
の
有
り
様
を
持
っ
て
お

り
様
々
な
結
び
付
け
が
あ
る
。
し
か

し
日
本
で
は
同
性
に
よ
る
婚
姻
は
認

め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
他
に
も
多
く
の

制
約
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
制
約
を
解

消
す
る
の
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
と
述
べ
て
い
た
が
、
こ
の

制
度
が
多
く
の
自
治
体
で
進
め
ら
れ

て
い
る
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

部
長
　
こ
の
制
度
は
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
方
々
が
抱
え
る
生
き
づ
ら

さ
を
解
消
す
る
仕
組
み
と
認
識
し
て

い
る
。
こ
の
制
度
は
法
律
と
し
て
の

も
の
で
な
く
自
治
体
が
制
度
設
計
す

る
も
の
で
全
国
に
広
が
り
、
１
３
０

の
自
治
体
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
デ

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
導
入
に
よ
り

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
社
会
を
作
る
一
助
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。
先
行
す
る
自
治
体
を
参

考
に
し
て
、
導
入
に
取
り
組
む
。

質
問
　
こ
の
問
題
で
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
た
ち
は
日
田
市
で
も
多
く
い

る
の
で
は
な
い
か
。
早
急
に
制
定
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

部
長
　
い
つ
頃
の
導
入
か
と
い
う
こ

と
だ
が
、
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
で
あ
り
、

準
備
か
ら
大
体
１
年
位
と
考
え
て
い

る
。
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天
ヶ
瀬
温
泉
街
の

復
興
に
向
け
て

新世ひた
飯田　茂男 議員

【一般質問】
質
問
　
温
泉
街
の
復
興
に
向
け
た
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
地
域
の
住
民
の
間

で
共
有
さ
れ
る
も
の
と
な
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
策
定
の
取
組
と

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

部
長
　
天
ヶ
瀬
温
泉
つ
な
ぐ
会
議
に

お
い
て
、
研
修
や
勉
強
会
を
重
ね
、

住
民
が
満
足
で
き
る
街
に
な
る
た
め

に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
き
た
。

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
た
た
き
台
が
で
き

上
が
れ
ば
、
地
域
で
検
討
会
を
実
施

し
今
年
度
に
は
策
定
す
る
。

質
問
　
地
域
の
住
民
の
方
々
の
関
わ

り
方
や
参
加
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

部
長
　
地
区
班
長
や
団
体
の
代
表
者

に
取
組
内
容
の
趣
旨
を
説
明
し
、
地

域
の
方
に
も
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
ま
で

の
流
れ
等
を
伝
え
て
き
た
。
今
後
の

地
域
で
の
検
討
会
は
、
多
く
の
方
が

参
加
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

質
問
　
温
泉
観
光
地
と
し
て
の
再
生

に
当
た
っ
て
は
、
景
観
形
成
の
観
点

か
ら
も
、
そ
の
再
生
復
活
を
図
る
べ

き
だ
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
市
の
考

え
方
や
姿
勢
に
つ
い
て
伺
う
。

部
長
　
景
観
整
備
は
重
要
だ
と
認
識

し
て
い
る
が
、
住
民
の
思
い
や
考
え

が
非
常
に
大
切
。
河
川
改
修
が
完
了

す
る
頃
に
は
、
住
民
や
観
光
客
が
満

足
す
る
街
と
成
る
よ
う
取
り
組
む
。

道
路
沿
い
の
緑
地
管
理
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か

公明党
松野　勝美 議員

【一般質問】
質
問
　
道
路
沿
い
や
歩
道
に
あ
る
樹

木
は
、
道
路
の
景
観
も
考
え
て
い
る

こ
と
だ
と
思
う
が
、
毎
年
一
定
の
時

期
に
な
る
と
、
道
路
上
に
落
ち
葉
な

ど
が
散
乱
し
、
樹
木
や
植
え
込
み
の

葉
な
ど
が
大
き
く
伸
び
、
車
道
か
ら

見
通
し
が
悪
く
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

交
通
安
全
対
策
と
し
て
も
、
緑
地
管

理
を
ど
の
よ
う
な
計
画
で
行
っ
て
い

る
か
伺
う
。

部
長
　
ケ
ヤ
キ
や
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
の

中
高
木
は
、
一
般
的
に
休
眠
期
と
な

る
12
月
以
降
が
剪
定
に
適
し
て
お
り
、

年
１
回
の
剪
定
作
業
の
際
に
は
、
信

号
機
や
道
路
標
識
等
の
支
障
と
な
る

枝
葉
を
強
剪
定
す
る
な
ど
、
状
況
に

応
じ
た
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
　
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
う
か

に
つ
い
て
は
景
観
な
ど
に
様
々
な
考

慮
が
あ
る
と
思
う
が
、
危
険
性
が
あ

る
場
合
な
ど
は
、
地
元
の
意
見
も
参

考
に
し
な
が
ら
更
新
計
画
の
と
き
に

検
討
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

部
長
　
更
新
計
画
時
に
は
、
住
民
の

方
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る

よ
う
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
こ
の
他
、
国
の
経
済
対
策
に

つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
商

品
券
発
行
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
通

学
路
の
安
全
対
策
な
ど
質
問
し
た
。

早
急
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
の
導
入
を

市民クラブ
溝口　千壽 議員

【一般質問】
質
問
　
講
演
で
「
性
、
セ
ク
シ
ュ
ア

リ
テ
ィ
の
多
様
性
」
を
聞
い
た
。
人

は
異
な
る
性
の
有
り
様
を
持
っ
て
お

り
様
々
な
結
び
付
け
が
あ
る
。
し
か

し
日
本
で
は
同
性
に
よ
る
婚
姻
は
認

め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
他
に
も
多
く
の

制
約
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
制
約
を
解

消
す
る
の
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
と
述
べ
て
い
た
が
、
こ
の

制
度
が
多
く
の
自
治
体
で
進
め
ら
れ

て
い
る
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

部
長
　
こ
の
制
度
は
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
方
々
が
抱
え
る
生
き
づ
ら

さ
を
解
消
す
る
仕
組
み
と
認
識
し
て

い
る
。
こ
の
制
度
は
法
律
と
し
て
の

も
の
で
な
く
自
治
体
が
制
度
設
計
す

る
も
の
で
全
国
に
広
が
り
、
１
３
０

の
自
治
体
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
デ

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
導
入
に
よ
り

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
社
会
を
作
る
一
助
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。
先
行
す
る
自
治
体
を
参

考
に
し
て
、
導
入
に
取
り
組
む
。

質
問
　
こ
の
問
題
で
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
た
ち
は
日
田
市
で
も
多
く
い

る
の
で
は
な
い
か
。
早
急
に
制
定
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

部
長
　
い
つ
頃
の
導
入
か
と
い
う
こ

と
だ
が
、
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
で
あ
り
、

準
備
か
ら
大
体
１
年
位
と
考
え
て
い

る
。
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介
護
保
険
の

低
所
得
者
負
担
軽
減
策
、

見
直
し
の
影
響
は

日本共産党
大谷　敏彰 議員

【一般質問】
質
問
　
介
護
保
険
の
低
所
得
者
負
担

軽
減
制
度
の
見
直
し
は
、
何
人
に
及

ん
で
い
る
か
。
ま
た
最
大
で
ど
の
く

ら
い
の
負
担
増
か
伺
う
。

部
長
　
施
設
入
所
者
や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
利
用
者
の
食
事
や
居
住
費
に
つ

い
て
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
年
金

収
入
な
ど
を
３
段
階
に
分
け
、
負
担

を
軽
減
し
て
い
る
制
度
が
今
年
８
月

か
ら
見
直
さ
れ
た
。
見
直
し
後
の
対

象
者
は
、
申
請
が
７
３
３
件
で
そ
の

内
訳
が
第
１
段
階
32
件
、
第
２
段
階

２
８
２
件
、
第
３
段
階
の
１
が
１
５

９
件
、
第
３
段
階
の
２
が
１
９
６
件
、

対
象
外
が
64
件
。
施
設
入
所
者
は
第

３
段
階
の
２
で
、
１
カ
月
２
万
２
千

円
の
負
担
増
に
な
る
。
要
介
護
５
の

人
で
特
養
入
所
者
の
場
合
、
対
象
か

ら
外
れ
る
と
１
カ
月
当
た
り
４
万
６

２
０
０
円
の
負
担
増
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
費
を
助
成
す
る
自
治
体
は
全
国
で

50
弱
あ
る
。
日
田
市
も
制
度
を
作
っ

て
は
ど
う
か
。

部
長
　
難
聴
が
認
知
症
機
能
低
下
に

関
連
が
あ
る
こ
と
は
報
告
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
補
聴
器
を
使
用
す
る
こ

と
で
認
知
症
の
予
防
に
ど
の
程
度
寄

与
す
る
か
明
ら
か
で
は
な
い
の
で
国

の
動
向
を
注
視
す
る
。

日
田
市
の

基
金
の
積
立
目
標
額
や

管
理
方
針
に
つ
い
て

新世ひた
三苫　　誠 議員

【一般質問】
質
問
　
基
金
の
適
正
保
有
額
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

部
長
　
財
政
調
整
基
金
等
基
金
の
適

正
な
保
有
額
に
つ
い
て
は
、
国
の
示

す
基
準
は
な
い
が
、
大
規
模
災
害
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
な
ど
、
不
測
の
事
態
に
お
け

る
財
政
支
出
に
備
え
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
一
定
額
を
保
有
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

質
問
　
基
金
の
積
立
目
標
額
は
、
ど

の
程
度
か
。

部
長
　
財
源
不
足
を
補
う
財
政
調
整

基
金
、
財
政
調
整
的
な
意
味
合
い
も

持
つ
減
債
基
金
、
災
害
対
策
基
金
、

他
一
基
金
を
含
め
た
４
つ
の
基
金
の

合
計
額
を
市
の
経
常
的
一
般
財
源
の

規
模
を
示
す
標
準
財
政
規
模
２
１
１

億
円
の
30
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
63
億

円
を
確
保
し
た
い
。
令
和
３
年
５
月

末
で
の
４
基
金
の
残
高
合
計
額
は
約

68
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
５
年
後
は

約
60
億
円
を
見
込
ん
で
お
り
、
概
ね

目
標
額
を
維
持
で
き
る
と
考
え
る
。

自
治
組
織
へ
の
地
域
課
題
解
決
支
援

質
問
　
地
域
課
題
の
解
決
に
対
応
で

き
る
支
援
策
等
を
考
え
て
い
る
の
か
。

部
長
　
自
治
活
動
等
交
付
金
交
付
要

綱
な
ど
制
度
設
計
を
見
直
し
、
必
要

な
こ
と
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

防
災
ラ
ジ
オ
の

さ
ら
な
る
普
及
を

公明党
坂本　　茂 議員

【一般質問】
質
問
　
防
災
ラ
ジ
オ
の
申
請
率
は
７

割
弱
で
、
７
０
０
０
台
以
上
が
在
庫

と
な
っ
て
い
る
。
普
及
に
向
け
た
協

議
な
ど
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

部
長
　
防
災
メ
ー
ル
や
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
放
送
な
ど
他
の
手
段
が
あ
る
と

か
、
災
害
の
危
険
性
が
低
い
場
所
に

住
ん
で
い
る
な
ど
の
意
見
も
あ
る
。

市
民
に
等
し
く
情
報
を
提
供
し
た
い

の
で
、
個
別
の
自
治
会
と
の
協
議
を

含
め
て
、
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
　
災
害
時
に
障
が
い
者
の
方
と

意
思
疎
通
が
図
れ
る
ツ
ー
ル
と
し
て

防
災
ス
カ
ー
フ
の
活
用
が
で
き
る
が

導
入
は
検
討
で
き
な
い
か
。

部
長
　
様
々
な
ツ
ー
ル
が
あ
る
の
で

避
難
所
で
の
使
い
方
な
ど
を
、
自
立

支
援
協
議
会
で
検
討
し
た
い
。

質
問
　
不
登
校
の
要
因
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長
　
無
気
力
や
不
安
、
生
活

リ
ズ
ム
の
乱
れ
な
ど
、
本
人
に
係
る

状
況
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
親
子
の

関
わ
り
方
と
い
う
家
庭
の
状
況
な
ど

も
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
教
育
機
会
確
保
法
が
で
き
、

不
登
校
は
問
題
行
動
で
は
な
い
と
い

う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、

児
童
生
徒
の
個
性
を
見
守
り
な
が
ら

伸
ば
し
、
学
校
、
家
庭
、
教
育
委
員

会
等
が
一
体
と
な
り
、
自
立
に
向
け

て
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

日
田
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

市政クラブ
原田　裕文 議員

【一般質問】
質
問
　
総
務
省
通
知
に
お
け
る
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
見
直
し
に

伴
い
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
を
予

定
し
て
い
る
か
伺
う
。

部
長
　
総
務
省
の
策
定
指
針
の
記
載

す
べ
き
必
須
事
項
等
で
、
本
市
の
総

合
管
理
計
画
に
記
載
の
な
い
事
項
を

追
加
し
、
変
更
を
加
え
て
令
和
３
年

度
中
に
見
直
し
を
行
う
。

質
問
　
公
共
施
設
管
理
等
で
必
要
な

設
計
図
面
が
、
設
計
事
務
所
の
廃
業

等
で
廃
棄
さ
れ
る
状
況
へ
の
対
応
を

伺
う
。

部
長
　
図
面
に
つ
い
て
は
、
紙
デ
ー

タ
か
ら
電
子
デ
ー
タ
へ
の
移
行
を
進

め
て
お
り
、
施
設
維
持
管
理
に
必
要

な
図
面
に
つ
い
て
は
、
業
界
団
体
と

情
報
交
換
を
進
め
、
当
該
設
計
事
務

所
と
の
個
別
協
議
に
よ
り
譲
り
受
け

た
い
。

上
手
地
区
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

質
問
　
上
手
地
区
の
道
路
事
情
を
ど

う
把
握
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
道
路

状
況
の
改
善
を
進
め
て
い
く
か
伺
う
。

部
長
　
各
地
域
か
ら
の
要
望
に
基
づ

い
て
、
職
員
が
現
地
を
確
認
し
、
道

路
利
用
状
況
等
を
調
査
し
、
現
状
を

把
握
し
て
、
緊
急
性
や
経
済
性
等
を

総
合
的
に
判
断
し
、
可
能
な
も
の
か

ら
改
善
に
努
め
る
。
上
手
地
区
も
同

様
の
対
応
を
と
る
。
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日田市公共施設等総合管理計画

防災ラジオ



介
護
保
険
の

低
所
得
者
負
担
軽
減
策
、

見
直
し
の
影
響
は

日本共産党
大谷　敏彰 議員

【一般質問】
質
問
　
介
護
保
険
の
低
所
得
者
負
担

軽
減
制
度
の
見
直
し
は
、
何
人
に
及

ん
で
い
る
か
。
ま
た
最
大
で
ど
の
く

ら
い
の
負
担
増
か
伺
う
。

部
長
　
施
設
入
所
者
や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
利
用
者
の
食
事
や
居
住
費
に
つ

い
て
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
年
金

収
入
な
ど
を
３
段
階
に
分
け
、
負
担

を
軽
減
し
て
い
る
制
度
が
今
年
８
月

か
ら
見
直
さ
れ
た
。
見
直
し
後
の
対

象
者
は
、
申
請
が
７
３
３
件
で
そ
の

内
訳
が
第
１
段
階
32
件
、
第
２
段
階

２
８
２
件
、
第
３
段
階
の
１
が
１
５

９
件
、
第
３
段
階
の
２
が
１
９
６
件
、

対
象
外
が
64
件
。
施
設
入
所
者
は
第

３
段
階
の
２
で
、
１
カ
月
２
万
２
千

円
の
負
担
増
に
な
る
。
要
介
護
５
の

人
で
特
養
入
所
者
の
場
合
、
対
象
か

ら
外
れ
る
と
１
カ
月
当
た
り
４
万
６

２
０
０
円
の
負
担
増
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
費
を
助
成
す
る
自
治
体
は
全
国
で

50
弱
あ
る
。
日
田
市
も
制
度
を
作
っ

て
は
ど
う
か
。

部
長
　
難
聴
が
認
知
症
機
能
低
下
に

関
連
が
あ
る
こ
と
は
報
告
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
補
聴
器
を
使
用
す
る
こ

と
で
認
知
症
の
予
防
に
ど
の
程
度
寄

与
す
る
か
明
ら
か
で
は
な
い
の
で
国

の
動
向
を
注
視
す
る
。

日
田
市
の

基
金
の
積
立
目
標
額
や

管
理
方
針
に
つ
い
て

新世ひた
三苫　　誠 議員

【一般質問】
質
問
　
基
金
の
適
正
保
有
額
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

部
長
　
財
政
調
整
基
金
等
基
金
の
適

正
な
保
有
額
に
つ
い
て
は
、
国
の
示

す
基
準
は
な
い
が
、
大
規
模
災
害
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
な
ど
、
不
測
の
事
態
に
お
け

る
財
政
支
出
に
備
え
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
一
定
額
を
保
有
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

質
問
　
基
金
の
積
立
目
標
額
は
、
ど

の
程
度
か
。

部
長
　
財
源
不
足
を
補
う
財
政
調
整

基
金
、
財
政
調
整
的
な
意
味
合
い
も

持
つ
減
債
基
金
、
災
害
対
策
基
金
、

他
一
基
金
を
含
め
た
４
つ
の
基
金
の

合
計
額
を
市
の
経
常
的
一
般
財
源
の

規
模
を
示
す
標
準
財
政
規
模
２
１
１

億
円
の
30
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
63
億

円
を
確
保
し
た
い
。
令
和
３
年
５
月

末
で
の
４
基
金
の
残
高
合
計
額
は
約

68
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
５
年
後
は

約
60
億
円
を
見
込
ん
で
お
り
、
概
ね

目
標
額
を
維
持
で
き
る
と
考
え
る
。

自
治
組
織
へ
の
地
域
課
題
解
決
支
援

質
問
　
地
域
課
題
の
解
決
に
対
応
で

き
る
支
援
策
等
を
考
え
て
い
る
の
か
。

部
長
　
自
治
活
動
等
交
付
金
交
付
要

綱
な
ど
制
度
設
計
を
見
直
し
、
必
要

な
こ
と
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

防
災
ラ
ジ
オ
の

さ
ら
な
る
普
及
を

公明党
坂本　　茂 議員

【一般質問】
質
問
　
防
災
ラ
ジ
オ
の
申
請
率
は
７

割
弱
で
、
７
０
０
０
台
以
上
が
在
庫

と
な
っ
て
い
る
。
普
及
に
向
け
た
協

議
な
ど
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

部
長
　
防
災
メ
ー
ル
や
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
放
送
な
ど
他
の
手
段
が
あ
る
と

か
、
災
害
の
危
険
性
が
低
い
場
所
に

住
ん
で
い
る
な
ど
の
意
見
も
あ
る
。

市
民
に
等
し
く
情
報
を
提
供
し
た
い

の
で
、
個
別
の
自
治
会
と
の
協
議
を

含
め
て
、
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
　
災
害
時
に
障
が
い
者
の
方
と

意
思
疎
通
が
図
れ
る
ツ
ー
ル
と
し
て

防
災
ス
カ
ー
フ
の
活
用
が
で
き
る
が

導
入
は
検
討
で
き
な
い
か
。

部
長
　
様
々
な
ツ
ー
ル
が
あ
る
の
で

避
難
所
で
の
使
い
方
な
ど
を
、
自
立

支
援
協
議
会
で
検
討
し
た
い
。

質
問
　
不
登
校
の
要
因
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長
　
無
気
力
や
不
安
、
生
活

リ
ズ
ム
の
乱
れ
な
ど
、
本
人
に
係
る

状
況
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
親
子
の

関
わ
り
方
と
い
う
家
庭
の
状
況
な
ど

も
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
教
育
機
会
確
保
法
が
で
き
、

不
登
校
は
問
題
行
動
で
は
な
い
と
い

う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、

児
童
生
徒
の
個
性
を
見
守
り
な
が
ら

伸
ば
し
、
学
校
、
家
庭
、
教
育
委
員

会
等
が
一
体
と
な
り
、
自
立
に
向
け

て
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

日
田
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

市政クラブ
原田　裕文 議員

【一般質問】
質
問
　
総
務
省
通
知
に
お
け
る
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
見
直
し
に

伴
い
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
を
予

定
し
て
い
る
か
伺
う
。

部
長
　
総
務
省
の
策
定
指
針
の
記
載

す
べ
き
必
須
事
項
等
で
、
本
市
の
総

合
管
理
計
画
に
記
載
の
な
い
事
項
を

追
加
し
、
変
更
を
加
え
て
令
和
３
年

度
中
に
見
直
し
を
行
う
。

質
問
　
公
共
施
設
管
理
等
で
必
要
な

設
計
図
面
が
、
設
計
事
務
所
の
廃
業

等
で
廃
棄
さ
れ
る
状
況
へ
の
対
応
を

伺
う
。

部
長
　
図
面
に
つ
い
て
は
、
紙
デ
ー

タ
か
ら
電
子
デ
ー
タ
へ
の
移
行
を
進

め
て
お
り
、
施
設
維
持
管
理
に
必
要

な
図
面
に
つ
い
て
は
、
業
界
団
体
と

情
報
交
換
を
進
め
、
当
該
設
計
事
務

所
と
の
個
別
協
議
に
よ
り
譲
り
受
け

た
い
。

上
手
地
区
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

質
問
　
上
手
地
区
の
道
路
事
情
を
ど

う
把
握
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
道
路

状
況
の
改
善
を
進
め
て
い
く
か
伺
う
。

部
長
　
各
地
域
か
ら
の
要
望
に
基
づ

い
て
、
職
員
が
現
地
を
確
認
し
、
道

路
利
用
状
況
等
を
調
査
し
、
現
状
を

把
握
し
て
、
緊
急
性
や
経
済
性
等
を

総
合
的
に
判
断
し
、
可
能
な
も
の
か

ら
改
善
に
努
め
る
。
上
手
地
区
も
同

様
の
対
応
を
と
る
。
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日田市公共施設等総合管理計画

防災ラジオ



ふ
る
さ
と
納
税
、

親
孝
行
チ
ケ
ッ
ト
を

考
え
て
は
！

市政クラブ
梅原　竜也 議員

【一般質問】
質
問　
昨
年
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

附
額
は
、
水
害
等
も
あ
り
５
億
４
４

８
１
万
８
９
７
７
円
で
あ
っ
た
。
今

年
度
の
寄
附
額
及
び
人
気
の
返
礼
品

に
つ
い
て
伺
う
。　
　

部
長　
11
月
末
時
点
で
２
億
７
１
９

９
万
円
。
返
礼
品
の
種
類
は
３
０
０

種
類
で
人
気
返
礼
品
は
、
炭
酸
水
、

ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
、
水
、
合

わ
せ
み
そ
セ
ッ
ト
、
日
田
梨
等
の
順

番
で
あ
る
。

質
問　
米
子
市
の
返
礼
品
に
、
２
万

３
千
円
の
寄
附
で
温
泉
旅
館
の
入
浴

券
４
枚
と
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
６
千

円
分
が
両
親
等
に
送
ら
れ
る
も
の
が

あ
る
。
こ
の
返
礼
品
を
受
け
取
っ
た

母
親
は
、
施
設
に
入
院
中
の
夫
に
会

い
に
行
っ
た
と
の
こ
と
。
日
田
市
に

お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
親
孝
行
が
で

き
る
返
礼
品
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

部
長　
日
田
市
は
、
水
や
ビ
ー
ル
と

い
っ
た
物
が
主
流
で
送
料
が
高
い
と

い
う
課
題
も
あ
る
。
親
孝
行
プ
ラ
ン

的
な
内
容
で
送
料
が
安
価
な
チ
ケ
ッ

ト
等
は
、
経
費
の
削
減
に
つ
な
が
る

の
で
そ
う
い
っ
た
商
品
等
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
る
。

質
問　
こ
の
他
、
小
中
学
校
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
使
用
、
期
日
前
投
票
、

市
税
等
の
キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
（
ス
マ
ホ)

納
付
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
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●
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
21
億
５
７

３
７
万
２
千
円
を
追
加

　
歳
入
補
正
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
（
３
回
目)

、

公
共
土
木
施
設
や
農
地
、
林
地
等
の

災
害
復
旧
事
業
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
子
育
て

世
帯
に
対
す
る
生
活
支
援
に
係
る
臨

時
特
別
給
付
金
を
現
金
で
一
括
給
付

す
る
た
め
の
国
庫
支
出
金
や
県
支
出

金
、
市
債
な
ど
の
増
額
で
す
。

●
歳
出
補
正
の
主
な
事
業

　
会
計
年
度
任
用
職
員
人
件
費
の
補

正
（
２
５
９
０
万
５
千
円
）
は
、
コ

ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
等
の
た
め
１
１
２

２
名
か
ら
１
１
７
４
名
に
増
員
す
る

も
の
で
す
が
、
会
計
年
度
任
用
職
員

へ
の
研
修
は
、
年
１
回
の
人
権
研
修

を
含
め
た
接
遇
研
修
し
か
行
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
正
規
職
員
と
同
様

に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

る
接
遇
研
修
の
充
実
を
図
る
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。

　
防
火
水
槽
設
置
事
業
の
補
正
（
１

５
１
万
３
千
円
）
は
、
大
山
町
続
木

の
既
存
の
防
火
水
槽
内
に
汚
泥
が
堆

積
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
処
分
費
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。
審
査
で
は
、

市
内
５
１
３
か
所
あ
る
防
火
水
槽
の

管
理
に
つ
い
て
、
市
管
理
や
地
元
管

理
が
混
在
し
て
お
り
、
全
体
の
管
理

状
況
が
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

判
明
。
消
防
活
動
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
自
治
会

や
消
防
団
の
協
力
を
仰
ぎ
適
切
な
管

理
に
努
め
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

報 告

各
委
員
会
の

議
案
等
の
審
査
結
果

●
総
務
環
境
委
員
会
●

　
今
定
例
会
で
は
、
中
津
江
ホ
ー
ル

を
解
体
し
跡
地
を
福
祉
施
設
用
地
と

し
て
整
備
す
る
た
め
、
同
ホ
ー
ル
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃

止
す
る
議
案
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
で
は
執
行
部
か
ら
、
中
津
江

の
代
表
者
会
議
と
協
議
を
重
ね
、
高

齢
者
福
祉
施
設
及
び
こ
ど
も
園
の
基

本
設
計
を
作
成
し
た
こ
と
や
、
住
民

説
明
会
の
開
催
に
よ
り
合
意
形
成
が

図
ら
れ
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
委
員
か
ら
は
「
ホ

ー
ル
を
解
体
し
な
く
て
も
、
周
辺
施

設
の
敷
地
を
活
用
す
れ
ば
施
設
配
置

が
で
き
る
」
と
す
る
反
対
意
見
や
、

「
本
年
３
月
以
降
、
地
元
住
民
と
福

祉
施
設
建
設
の
協
議
が
整
い
、
ホ
ー

ル
の
解
体
に
つ
い
て
も
合
意
が
あ
る｣

と
す
る
賛
成
意
見
が
出
さ
れ
、
採
決

の
結
果
、
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
継
続
審
査
と
し
て
い
た
「
中

津
江
ホ
ー
ル
解
体
・
廃
止
方
針
の
再

検
討
と
同
ホ
ー
ル
存
続
に
関
す
る
請

願
書
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
地
域

福
祉
の
向
上
、
人
口
減
少
、
超
高
齢

化
社
会
へ
の
対
応
な
ど
を
総
合
的
に

検
討
し
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
賛
成

少
数
に
よ
り
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
支

援
事
業
」
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子

育
て
世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、

18
歳
以
下
の
児
童
を
養
育
す
る
世
帯

に
対
し
、
対
象
児
童
一
人
に
つ
き
10

万
円
を
支
給
す
る
も
の
で
、
支
給
対

象
者
へ
の
案
内
や
周
知
の
徹
底
を
図

り
、
支
給
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
要
望

し
ま
し
た
。

●
教
育
福
祉
委
員
会
●

中
津
江
ホ
ー
ル
解
体
へ

予
算
総
額
４
１
１
億
６
６
９
３
万

７
千
円
（
昨
年
同
時
期
５
１
５
億

９
９
５
０
万
９
千
円
）

中津江ホール

汚泥が堆積した防火水槽

※日程は変更になる場合があります。

（火）
（月）
（火）
（水）
（金）
（月）
（火）
（水）

（金）
（火）
（金）

本会議（議案説明）
本会議（代表質問）

本会議（一般質問）

本会議（議案質疑）
委員会（３年度分）
本会議（　 〃 　）

委員会（４年度分）

本会議（　 〃 　）

第１回（３月）定例会の予定

日田市のふるさと納税ガイド

３月　１日
７日
８日
９日
１１日
１４日
１５日
１６日
～  

１８日
２２日
２５日



ふ
る
さ
と
納
税
、

親
孝
行
チ
ケ
ッ
ト
を

考
え
て
は
！

市政クラブ
梅原　竜也 議員

【一般質問】
質
問　
昨
年
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

附
額
は
、
水
害
等
も
あ
り
５
億
４
４

８
１
万
８
９
７
７
円
で
あ
っ
た
。
今

年
度
の
寄
附
額
及
び
人
気
の
返
礼
品

に
つ
い
て
伺
う
。　
　

部
長　
11
月
末
時
点
で
２
億
７
１
９

９
万
円
。
返
礼
品
の
種
類
は
３
０
０

種
類
で
人
気
返
礼
品
は
、
炭
酸
水
、

ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
、
水
、
合

わ
せ
み
そ
セ
ッ
ト
、
日
田
梨
等
の
順

番
で
あ
る
。

質
問　
米
子
市
の
返
礼
品
に
、
２
万

３
千
円
の
寄
附
で
温
泉
旅
館
の
入
浴

券
４
枚
と
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
６
千

円
分
が
両
親
等
に
送
ら
れ
る
も
の
が

あ
る
。
こ
の
返
礼
品
を
受
け
取
っ
た

母
親
は
、
施
設
に
入
院
中
の
夫
に
会

い
に
行
っ
た
と
の
こ
と
。
日
田
市
に

お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
親
孝
行
が
で

き
る
返
礼
品
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

部
長　
日
田
市
は
、
水
や
ビ
ー
ル
と

い
っ
た
物
が
主
流
で
送
料
が
高
い
と

い
う
課
題
も
あ
る
。
親
孝
行
プ
ラ
ン

的
な
内
容
で
送
料
が
安
価
な
チ
ケ
ッ

ト
等
は
、
経
費
の
削
減
に
つ
な
が
る

の
で
そ
う
い
っ
た
商
品
等
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
る
。

質
問　
こ
の
他
、
小
中
学
校
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
使
用
、
期
日
前
投
票
、

市
税
等
の
キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
（
ス
マ
ホ)

納
付
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
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●
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
21
億
５
７

３
７
万
２
千
円
を
追
加

　
歳
入
補
正
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
（
３
回
目)

、

公
共
土
木
施
設
や
農
地
、
林
地
等
の

災
害
復
旧
事
業
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
子
育
て

世
帯
に
対
す
る
生
活
支
援
に
係
る
臨

時
特
別
給
付
金
を
現
金
で
一
括
給
付

す
る
た
め
の
国
庫
支
出
金
や
県
支
出

金
、
市
債
な
ど
の
増
額
で
す
。

●
歳
出
補
正
の
主
な
事
業

　
会
計
年
度
任
用
職
員
人
件
費
の
補

正
（
２
５
９
０
万
５
千
円
）
は
、
コ

ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
等
の
た
め
１
１
２

２
名
か
ら
１
１
７
４
名
に
増
員
す
る

も
の
で
す
が
、
会
計
年
度
任
用
職
員

へ
の
研
修
は
、
年
１
回
の
人
権
研
修

を
含
め
た
接
遇
研
修
し
か
行
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
正
規
職
員
と
同
様

に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

る
接
遇
研
修
の
充
実
を
図
る
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。

　
防
火
水
槽
設
置
事
業
の
補
正
（
１

５
１
万
３
千
円
）
は
、
大
山
町
続
木

の
既
存
の
防
火
水
槽
内
に
汚
泥
が
堆

積
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
処
分
費
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。
審
査
で
は
、

市
内
５
１
３
か
所
あ
る
防
火
水
槽
の

管
理
に
つ
い
て
、
市
管
理
や
地
元
管

理
が
混
在
し
て
お
り
、
全
体
の
管
理

状
況
が
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

判
明
。
消
防
活
動
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
自
治
会

や
消
防
団
の
協
力
を
仰
ぎ
適
切
な
管

理
に
努
め
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

報 告

各
委
員
会
の

議
案
等
の
審
査
結
果

●
総
務
環
境
委
員
会
●

　
今
定
例
会
で
は
、
中
津
江
ホ
ー
ル

を
解
体
し
跡
地
を
福
祉
施
設
用
地
と

し
て
整
備
す
る
た
め
、
同
ホ
ー
ル
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃

止
す
る
議
案
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
で
は
執
行
部
か
ら
、
中
津
江

の
代
表
者
会
議
と
協
議
を
重
ね
、
高

齢
者
福
祉
施
設
及
び
こ
ど
も
園
の
基

本
設
計
を
作
成
し
た
こ
と
や
、
住
民

説
明
会
の
開
催
に
よ
り
合
意
形
成
が

図
ら
れ
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
委
員
か
ら
は
「
ホ

ー
ル
を
解
体
し
な
く
て
も
、
周
辺
施

設
の
敷
地
を
活
用
す
れ
ば
施
設
配
置

が
で
き
る
」
と
す
る
反
対
意
見
や
、

「
本
年
３
月
以
降
、
地
元
住
民
と
福

祉
施
設
建
設
の
協
議
が
整
い
、
ホ
ー

ル
の
解
体
に
つ
い
て
も
合
意
が
あ
る｣

と
す
る
賛
成
意
見
が
出
さ
れ
、
採
決

の
結
果
、
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
継
続
審
査
と
し
て
い
た
「
中

津
江
ホ
ー
ル
解
体
・
廃
止
方
針
の
再

検
討
と
同
ホ
ー
ル
存
続
に
関
す
る
請

願
書
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
地
域

福
祉
の
向
上
、
人
口
減
少
、
超
高
齢

化
社
会
へ
の
対
応
な
ど
を
総
合
的
に

検
討
し
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
賛
成

少
数
に
よ
り
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
支

援
事
業
」
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子

育
て
世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、

18
歳
以
下
の
児
童
を
養
育
す
る
世
帯

に
対
し
、
対
象
児
童
一
人
に
つ
き
10

万
円
を
支
給
す
る
も
の
で
、
支
給
対

象
者
へ
の
案
内
や
周
知
の
徹
底
を
図

り
、
支
給
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
要
望

し
ま
し
た
。

●
教
育
福
祉
委
員
会
●

中
津
江
ホ
ー
ル
解
体
へ

予
算
総
額
４
１
１
億
６
６
９
３
万

７
千
円
（
昨
年
同
時
期
５
１
５
億

９
９
５
０
万
９
千
円
）

中津江ホール

汚泥が堆積した防火水槽

※日程は変更になる場合があります。

（火）
（月）
（火）
（水）
（金）
（月）
（火）
（水）

（金）
（火）
（金）

本会議（議案説明）
本会議（代表質問）

本会議（一般質問）

本会議（議案質疑）
委員会（３年度分）
本会議（　 〃 　）

委員会（４年度分）

本会議（　 〃 　）

第１回（３月）定例会の予定

日田市のふるさと納税ガイド

３月　１日
７日
８日
９日
１１日
１４日
１５日
１６日
～  

１８日
２２日
２５日
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●
畜
産
施
設
環
境
対
策
事
業

 

（
新
規
２
２
７
万
１
千
円
）

　
山
田
原
及
び
周
辺
地
域
の
悪
臭
低

減
に
向
け
て
、
養
豚
業
者
が
行
う
臭

気
低
減
対
策
の
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
実
施
さ
れ
る
対
策
は
、
専
門

機
関
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
提
案

さ
れ
た
改
善
策
を
も
と
に
、
遮
へ
い

壁
の
設
置
と
消
臭
剤
の
散
布
を
行
う

も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
対
策
の
実
施

後
に
は
効
果
を
検
証
し
、
よ
り
有
効

な
も
の
へ
と
改
善
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関

で
連
携
し
、
継
続
的
な
対
策
を
行
う

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

●
地
域
消
費
喚
起
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
支
援
事
業

 

（
新
規
２
億
９
９
１
万
５
千
円
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
地
域

経
済
の
消
費
拡
大
や
活
性
化
を
図
る

た
め
、
県
と
連
携
し
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
を
発
行
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
紙
商
品
券
と
電
子
商
品
券

の
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
30
％
に
統
一
し

た
販
売
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
既
に

実
施
さ
れ
て
い
る
商
品
券
の
販
売
状

況
（
12
月
中
旬
時
点
）
は
、
紙
商
品

券
は
完
売
し
て
い
ま
す
が
、
電
子
商

品
券
は
７
割
程
度
で
し
た
。
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
は
重
要
な

景
気
刺
激
策
で
あ
り
、
商
品
券
が
完

売
す
る
取
組
を
実
施
す
る
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。
ま
た
、
電
子
商
品
券
は

市
外
の
方
も
利
用
で
き
る
た
め
、
観

光
振
興
と
合
わ
せ
た
市
外
向
け
の
周

知
も
要
望
し
ま
し
た
。

●
産
業
建
設
委
員
会
●

山
田
原
及
び
周
辺
地
域
の
悪
臭
低
減

に
向
け
、
継
続
し
た
対
策
を
要
望

　
こ
の
研
修
会
は
、
日
田
市
、
玖
珠

町
、
九
重
町
各
議
会
相
互
の
連
携
を

図
る
た
め
、
毎
年
、
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
開
催
を
見
送
り
ま
し
た
が
、
今
年

は
11
月
11
日
（
木
）
に
、
九
重
町
で

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
田
玖
珠
議
長
会
議
員
研
修
会

へ
参
加

公職選挙法（寄附行為）に関する 虚礼廃止に ご理解とご協力を！Q&A
Q 議員が、親族以外の選挙区内の市民へ、寒中見舞い等、時候の挨拶状を

出すことはできますか。
答礼のための自筆によるものを除き、禁止されています。自筆とは、議
員本人の肉筆であって、パソコン等による裏面印刷のものは、自筆とは
認められません。
議員の配偶者等の親族が、葬式に代理出席し、議員の香典を届けること
はできますか。
議員本人が出席する場合は禁止されていませんが、代理出席の場合は、
罰則をもって禁止されています。

Q

A

A

 この他、議員が、団体の総
会や地区の祭などで、寸志・
ご祝儀やお酒を出すことや親
族以外へ贈るお歳暮・病気見
舞い・入学祝いなど、従来か
ら慣行として行われているこ
とであっても、寄附に当たり
ますので禁止されています。
　また、議員に対し、市民が
これらを求めることも違反と
なります。

　
今
回
の
研
修
会
で
は
、
大
分
大
学

減
災
・
復
興
デ
ザ
イ
ン
教
育
研
修
セ

ン
タ
ー
の
鶴
成
悦
久
次
長
よ
り
、｢

大

分
県
で
発
生
し
た
自
然
災
害
か
ら
の

教
訓
」
と
題
し
、
令
和
２
年
７
月
豪

雨
を
振
り
返
り
、
大
分
県
西
部
地
域

に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
留
意
点
な
ど

に
つ
い
て
の
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
全
国
的
に
も
想
定
を
超
え

る
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
が
、
早

期
避
難
に
つ
な
が
る
訓
練
や
、
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
平
時
か
ら

の
備
え
な
ど
、
改
め
て
そ
の
重
要
性

を
認
識
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
組
は
、
様
々
な
課
題
に
つ

い
て
議
論
し
、
今
後
の
議
会
活
動
に

お
け
る
条
例
提
案
や
政
策
提
言
の
能

力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
、
12
月
10
日
（
金
）
に
実
施
し

ま
し
た
。

　
今
回
は
２
人
の
議
員
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
、
①
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

と
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
に
つ
い
て｣

と
②
「
議
会
活
動
の
見
え
る
化
を
考

え
る
」
と
し
て
提
案
が
あ
り
、
意
見

を
発
表
・
提
起
し
、
そ
の
提
起
に
基

づ
き
議
員
間
で
活
発
な
討
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
問
題
提
起
を
受

け
て
の
ま
と
め
と
し
て
は
、
①
に
つ

い
て
は
児
童
福
祉
等
を
所
管
す
る
教

育
福
祉
委
員
会
で
、
②
に
つ
い
て
は

議
会
全
体
と
し
て
引
き
続
き
議
論
を

重
ね
、
方
向
性
を
見
出
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
議
題
も
、
今
後
の
市
議

会
の
取
組
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を

持
つ
も
の
で
あ
り
、
大
変
有
意
義
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
相
互
間
の
自
由
討
議
を

実
施

議
会
の
動
き

　
Ｊ
Ｒ
九
州
は
久
大
本
線
天
ヶ
瀬
駅

の
体
制
を
見
直
し
、
３
月
12
日
（
土)

よ
り
駅
を
無
人
化
す
る
と
発
表
し
ま

し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
地
域
住
民
の
日
常

生
活
に
お
け
る
駅
利
用
時
の
安
心
・

安
全
の
担
保
へ
の
懸
念
、
ま
た
、
天

ヶ
瀬
駅
は
特
急
列
車
が
停
車
す
る
駅

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
交
流
等

に
も
多
大
な
影
響
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
さ
れ
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
天
ヶ
瀬
駅
の
無
人
化
の

撤
回
を
求
め
要
望
書
を
提
出

　
さ
ら
に
、
天
瀬
地
区
に
つ
い
て
は

令
和
２
年
７
月
の
豪
雨
に
よ
り
被
災

し
、
な
か
で
も
天
ヶ
瀬
駅
を
最
寄
り

駅
と
す
る
天
ヶ
瀬
温
泉
街
は
甚
大
な

被
害
を
受
け
て
お
り
、
現
在
、
復
旧
・

復
興
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
こ
の
大
き
な
災
害
か
ら
立
ち
直
る

た
め
、
地
元
住
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
に
天

ヶ
瀬
駅
が
無
人
化
さ
れ
る
こ
と
は
、

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
取
組
に
水
を

差
す
も
の
で
あ
り
、
到
底
受
け
入
れ

ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
よ
っ
て
市
議
会
は
１
月
17
日
（
月)

、

Ｊ
Ｒ
九
州
に
対
し
、
市
長
と
の
連
名

で
、
Ｊ
Ｒ
天
ヶ
瀬
駅
の
無
人
化
に
つ

い
て
撤
回
す
る
よ
う
、
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

よ
し
ひ
さ

無人化が発表された天ヶ瀬駅

要望書を読み上げる原田市長と
石橋議長
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●
畜
産
施
設
環
境
対
策
事
業

 

（
新
規
２
２
７
万
１
千
円
）

　
山
田
原
及
び
周
辺
地
域
の
悪
臭
低

減
に
向
け
て
、
養
豚
業
者
が
行
う
臭

気
低
減
対
策
の
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
実
施
さ
れ
る
対
策
は
、
専
門

機
関
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
提
案

さ
れ
た
改
善
策
を
も
と
に
、
遮
へ
い

壁
の
設
置
と
消
臭
剤
の
散
布
を
行
う

も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
対
策
の
実
施

後
に
は
効
果
を
検
証
し
、
よ
り
有
効

な
も
の
へ
と
改
善
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関

で
連
携
し
、
継
続
的
な
対
策
を
行
う

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

●
地
域
消
費
喚
起
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
支
援
事
業

 

（
新
規
２
億
９
９
１
万
５
千
円
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
地
域

経
済
の
消
費
拡
大
や
活
性
化
を
図
る

た
め
、
県
と
連
携
し
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
を
発
行
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
紙
商
品
券
と
電
子
商
品
券

の
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
30
％
に
統
一
し

た
販
売
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
既
に

実
施
さ
れ
て
い
る
商
品
券
の
販
売
状

況
（
12
月
中
旬
時
点
）
は
、
紙
商
品

券
は
完
売
し
て
い
ま
す
が
、
電
子
商

品
券
は
７
割
程
度
で
し
た
。
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
は
重
要
な

景
気
刺
激
策
で
あ
り
、
商
品
券
が
完

売
す
る
取
組
を
実
施
す
る
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。
ま
た
、
電
子
商
品
券
は

市
外
の
方
も
利
用
で
き
る
た
め
、
観

光
振
興
と
合
わ
せ
た
市
外
向
け
の
周

知
も
要
望
し
ま
し
た
。

●
産
業
建
設
委
員
会
●

山
田
原
及
び
周
辺
地
域
の
悪
臭
低
減

に
向
け
、
継
続
し
た
対
策
を
要
望

　
こ
の
研
修
会
は
、
日
田
市
、
玖
珠

町
、
九
重
町
各
議
会
相
互
の
連
携
を

図
る
た
め
、
毎
年
、
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
開
催
を
見
送
り
ま
し
た
が
、
今
年

は
11
月
11
日
（
木
）
に
、
九
重
町
で

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
田
玖
珠
議
長
会
議
員
研
修
会

へ
参
加

公職選挙法（寄附行為）に関する 虚礼廃止に ご理解とご協力を！Q&A
Q 議員が、親族以外の選挙区内の市民へ、寒中見舞い等、時候の挨拶状を

出すことはできますか。
答礼のための自筆によるものを除き、禁止されています。自筆とは、議
員本人の肉筆であって、パソコン等による裏面印刷のものは、自筆とは
認められません。
議員の配偶者等の親族が、葬式に代理出席し、議員の香典を届けること
はできますか。
議員本人が出席する場合は禁止されていませんが、代理出席の場合は、
罰則をもって禁止されています。

Q

A

A

 この他、議員が、団体の総
会や地区の祭などで、寸志・
ご祝儀やお酒を出すことや親
族以外へ贈るお歳暮・病気見
舞い・入学祝いなど、従来か
ら慣行として行われているこ
とであっても、寄附に当たり
ますので禁止されています。
　また、議員に対し、市民が
これらを求めることも違反と
なります。

　
今
回
の
研
修
会
で
は
、
大
分
大
学

減
災
・
復
興
デ
ザ
イ
ン
教
育
研
修
セ

ン
タ
ー
の
鶴
成
悦
久
次
長
よ
り
、｢

大

分
県
で
発
生
し
た
自
然
災
害
か
ら
の

教
訓
」
と
題
し
、
令
和
２
年
７
月
豪

雨
を
振
り
返
り
、
大
分
県
西
部
地
域

に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
留
意
点
な
ど

に
つ
い
て
の
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
全
国
的
に
も
想
定
を
超
え

る
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
が
、
早

期
避
難
に
つ
な
が
る
訓
練
や
、
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
平
時
か
ら

の
備
え
な
ど
、
改
め
て
そ
の
重
要
性

を
認
識
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
組
は
、
様
々
な
課
題
に
つ

い
て
議
論
し
、
今
後
の
議
会
活
動
に

お
け
る
条
例
提
案
や
政
策
提
言
の
能

力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
、
12
月
10
日
（
金
）
に
実
施
し

ま
し
た
。

　
今
回
は
２
人
の
議
員
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
、
①
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

と
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
に
つ
い
て｣

と
②
「
議
会
活
動
の
見
え
る
化
を
考

え
る
」
と
し
て
提
案
が
あ
り
、
意
見

を
発
表
・
提
起
し
、
そ
の
提
起
に
基

づ
き
議
員
間
で
活
発
な
討
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
問
題
提
起
を
受

け
て
の
ま
と
め
と
し
て
は
、
①
に
つ

い
て
は
児
童
福
祉
等
を
所
管
す
る
教

育
福
祉
委
員
会
で
、
②
に
つ
い
て
は

議
会
全
体
と
し
て
引
き
続
き
議
論
を

重
ね
、
方
向
性
を
見
出
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
議
題
も
、
今
後
の
市
議

会
の
取
組
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を

持
つ
も
の
で
あ
り
、
大
変
有
意
義
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
相
互
間
の
自
由
討
議
を

実
施

議
会
の
動
き

　
Ｊ
Ｒ
九
州
は
久
大
本
線
天
ヶ
瀬
駅

の
体
制
を
見
直
し
、
３
月
12
日
（
土)

よ
り
駅
を
無
人
化
す
る
と
発
表
し
ま

し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
地
域
住
民
の
日
常

生
活
に
お
け
る
駅
利
用
時
の
安
心
・

安
全
の
担
保
へ
の
懸
念
、
ま
た
、
天

ヶ
瀬
駅
は
特
急
列
車
が
停
車
す
る
駅

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
交
流
等

に
も
多
大
な
影
響
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
さ
れ
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
天
ヶ
瀬
駅
の
無
人
化
の

撤
回
を
求
め
要
望
書
を
提
出

　
さ
ら
に
、
天
瀬
地
区
に
つ
い
て
は

令
和
２
年
７
月
の
豪
雨
に
よ
り
被
災

し
、
な
か
で
も
天
ヶ
瀬
駅
を
最
寄
り

駅
と
す
る
天
ヶ
瀬
温
泉
街
は
甚
大
な

被
害
を
受
け
て
お
り
、
現
在
、
復
旧
・

復
興
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
こ
の
大
き
な
災
害
か
ら
立
ち
直
る

た
め
、
地
元
住
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
に
天

ヶ
瀬
駅
が
無
人
化
さ
れ
る
こ
と
は
、

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
取
組
に
水
を

差
す
も
の
で
あ
り
、
到
底
受
け
入
れ

ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
よ
っ
て
市
議
会
は
１
月
17
日
（
月)

、

Ｊ
Ｒ
九
州
に
対
し
、
市
長
と
の
連
名

で
、
Ｊ
Ｒ
天
ヶ
瀬
駅
の
無
人
化
に
つ

い
て
撤
回
す
る
よ
う
、
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

よ
し
ひ
さ

無人化が発表された天ヶ瀬駅

要望書を読み上げる原田市長と
石橋議長



編
集
後
記

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
り
２
年
間
に
も
及
ぶ
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
は
、
市
民
の
暮
ら
し
や
営
業
、

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
日
隈
小
学
校
金

管
バ
ン
ド
は
懸
命
に
練
習
に
取
り
組

み
、
全
国
大
会
で
も
素
晴
ら
し
い
結

果
を
残
し
た
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち

の
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
お
い
て
、

確
か
な
糧
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
感
動
し
ま
し
た
。

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
猛
威
に
よ
り
感

染
が
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
同
様
に
基
本
的
な
感
染
対
策
の
徹

底
が
重
要
で
す
。

（
議
会
報
編
集
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
大
谷
　
敏
彰
）

◎
市
議
会
だ
よ
り
の
お
尋
ね
は
、市
議
会
事
務
局（
☎
㉒
８
２
１
４
）へ
。市
議
会
だ
よ
り
は
、環
境
に
優
し
い「
植
物
油
イ
ン
ク
」を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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日
隈
小
学
校
の
金
管
バ
ン
ド
が
、

昨
年
11
月
に
大
阪
城
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
全
日
本
小
学
生
バ
ン
ド
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
銀
賞
を
受
賞
。
今
回

は
、
指
導
教
諭
の
本
河
毅
先
生
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

ど
ん
な
大
会
で
し
た
か

　
全
日
本
吹
奏
楽
連
盟
が
主
催
す
る

小
学
生
最
大
の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

全
国
の
各
支
部
大
会
を
経
て
35
団
体

が
出
場
し
た
大
会
で
す
。
本
校
は
九

州
支
部
の
マ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
１

位
と
し
て
出
場
し
、
今
回
で
６
回
目

に
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
の
制
約
か
ら
の

解
放
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
空
の
大
冒
険

の
物
語
を
作
っ
て
演
奏
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
練
習
の
苦
労
は

　
部
屋
の
換
気
や
検
温
、
楽
器
の
消

毒
、
他
人
の
楽
器
に
は
触
れ
な
い
こ

と
を
徹
底
し
ま
し
た
。
ま
た
練
習
は

広
い
場
所
が
必
要
で
す
が
、
総
合
体

育
館
が
改
修
等
の
た
め
使
用
で
き
ず
、

う
き
は
市
の
会
場
を
借
り
ま
し
た
。

表
紙
の
み
な
さ
ん

し
か
し
、
そ
の
会
場
も
コ
ロ
ナ
禍
で

使
用
禁
止
と
な
り
、
真
夏
の
日
田
市

陸
上
競
技
場
で
、
20
分
の
練
習
と
、

20
分
の
休
憩
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
練
習
も
よ
く
頑
張
り

ま
し
た
。
マ
ー
チ
ン
グ
が
好
き
な
の

で
、
自
分
た
ち
で
演
奏
し
何
か
を
表

現
す
る
、
そ
れ
が
頑
張
れ
る
要
因
で
す
。

　
下
級
生
は
上
級
生
に
近
づ
く
た
め

に
頑
張
り
、
上
級
生
は
下
級
生
に
教

え
る
。
ま
た
、
休
み
に
な
る
と
卒
業

生
が
見
に
来
て
教
え
て
く
れ
る
。
こ

れ
が
伝
統
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の
様
子
は

　
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
る
前
は
緊
張
し

て
泣
き
出
す
子
ど
も
も
い
ま
し
た
が
、

ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
練
習
の
成
果
も

あ
り
、
の
び
の
び
と
演
奏
が
で
き
ま

し
た
。
終
わ
っ
た
ら
笑
顔
で
「
楽
し

く
で
き
た
」
と
言
い
な
が
ら
涙
を
流

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
出
場
し
た
い

と
も
言
っ
て
い
ま
す
。
大
会
に
出
場

し
て
子
ど
も
の
考
え
方
が
前
向
き
に

な
り
、
下
級
生
が
ぐ
っ
と
伸
び
て
き

た
感
じ
が
し
ま
す
。
経
験
が
自
信
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
努
力
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
大
会
参
加
の
た
め
に
ご
支

援
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
様
、
保
護

者
の
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
２
月
27
日
（
日
）
に
は
パ
ト

リ
ア
日
田
に
て
定
期
演
奏
会
を
行
い

ま
す
の
で
、
成
長
し
た
子
ど
も
た
ち

を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

年末のミニコンサート

練習風景

た
け
し


